
銀河鉄道殺人事件

山口多聞

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
銀
河
鉄
道
殺
人
事
件

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
２
９
Ｂ

【
作
者
名
】

　
山
口
多
聞

【
あ
ら
す
じ
】

　
銀
河
を
走
る
銀
河
鉄
道
。
そ
の
車
内
で
殺
人
事
件
が
発
生
す
る
。
惑
星
ベ
イ

カ
へ
戻
る
た
め
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
少
年
探
偵
工
藤
新
一
は
、
出
動
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｆ
シ
リ
ウ
ス
小
隊
と
と
も
に
事
件
解
決
に
挑
む
。
名
探
偵
コ
ナ
ン
と
銀
河
鉄
道

物
語
の
コ
ラ
ボ
で
す
。
失
わ
れ
し
物
を
求
め
て
と
平
行
し
て
連
載
す
る
た
め
、

連
載
は
不
定
期
と
な
り
ま
す
。
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出
発
の
時
（
前
書
き
）

　　
こ
の
話
は
、
今
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
で
放
送
中
の
銀
河
鉄
道
物
語
と
名
探
偵
コ
ナ
ン
を

混
ぜ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
、
作
者
の
妄
想
の
下
で
作
ら
れ
た
実
験
作
品
で

す
。
そ
う
い
う
話
が
苦
手
な
方
は
読
む
の
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。
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出
発
の
時

　「
俺
の
名
前
は
工
藤
新
一
。
１
７
歳
。
大
学
を
飛
び
級
合
格
し
、
今
は
私
立
探

偵
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
公
認
だ
。
６
つ
の
惑
星
国
家
と
、
３
つ
の
星
団

国
家
か
ら
承
認
を
受
け
、
第
一
級
探
偵
と
し
て
の
資
格
を
授
与
さ
れ
て
る
。
最

近
じ
ゃ
マ
ス
コ
ミ
の
間
で
少
年
探
偵
な
ん
て
呼
ば
れ
て
る
。
親
の
話
じ
ゃ
、
う

ち
の
家
系
は
今
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
太
陽
系
第
三
惑
星
地
球
の
出
身
で
、
代

々
探
偵
を
や
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
俺
の
名
前
も
ず
っ
と
昔
に
、
地
球
で
探
偵
と

し
て
活
躍
し
た
ご
先
祖
様
か
ら
も
ら
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
し
て
俺
は
今
日
、
惑

星
デ
ィ
ス
テ
ィ
二
ー
で
の
仕
事
を
終
え
、
家
の
あ
る
惑
星
ベ
イ
カ
へ
向
か
お
う

と
し
て
い
た
。
」

　
列
車
に
乗
る
前
、
新
一
は
恋
人
に
電
話
を
か
け
て
い
た
。
相
手
の
名
前
は
森

蘭
と
い
う
同
じ
く
先
祖
が
地
球
出
身
の
１
７
歳
の
少
女
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

新
一
は
両
親
か
ら
自
分
の
名
と
同
じ
の
ご
先
祖
が
、
同
じ
名
前
の
女
性
と
結
婚

し
た
と
聞
か
さ
れ
た
時
は
何
か
運
命
め
い
た
物
を
感
じ
た
。

　
蘭

　
「
じ
ゃ
あ
今
日
帰
っ
て
く
る
の
ね
？
」

　
新
一

　
「
あ
あ
、
事
件
は
片
付
い
た
か
ら
な
。
次
の
列
車
で
そ
っ
ち
に
戻
る
。
」

　
 

蘭

　
「
じ
ゃ
あ
惑
星
大
会
見
に
来
て
く
れ
る
わ
ね
？
」

　
蘭
の
言
う
惑
星
大
会
と
は
、
ベ
イ
カ
で
行
わ
れ
る
空
手
の
全
惑
星
大
会
の
事
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だ
。
蘭
は
空
手
が
得
意
な
の
だ
。
ち
な
み
に
、
新
一
は
か
つ
て
の
ご
先
祖
様
の

蘭
も
空
手
が
得
意
だ
っ
た
聞
い
て
い
る
。

　
と
、
そ
こ
で
新
一
は
時
計
を
見
て
気
づ
い
た
。

　
新
一

　
「
も
ち
ろ
ん
。
あ
あ
、
悪
い
。
列
車
が
も
う
す
ぐ
出
る
か
ら
。
じ
ゃ
あ
。
」

　
新
一
は
電
話
を
切
る
と
、
列
車
へ
向
か
う
。

　
　
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
「
１
２
時
ち
ょ
う
ど
発
、
白
鳥
座
方
面
、
急
行
９
１
０
号
に
ご
乗
車
の
方
は
、

５
６
番
線
へ
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
見
送
り
の
方
は
、
ホ
ー
ム
で
お
見
送
り
く
だ

さ
い
。
」

　
構
内
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。
新
一
が
乗
る
の
は
こ
の
列
車
だ
。
新
一
の

家
が
あ
る
惑
星
ベ
イ
カ
は
最
初
の
停
車
駅
で
、
こ
の
列
車
だ
と
約
２
時
間
半
の

距
離
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
銀
河
鉄
道
に
は
０
０
１
か
ら
１
０
０
０
ま
で
の
列
車
が
あ
り
、
こ

の
内
最
初
に
０
が
付
く
番
号
の
列
車
は
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
戦
闘
用
車
両
だ
。

 
Ｓ
Ｄ
Ｆ
と
は
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
 

ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
 

ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
、
銀
河
鉄
道

の
一
部
門
で
あ
る
空
間
鉄
道
警
備
隊
の
略
で
、
主
に
銀
河
鉄
道
内
で
起
こ
る
事

故
や
犯
罪
へ
の
対
処
、
そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
宇
宙
海
賊
の
討
伐
が
任
務
で

あ
る
。

　
新
一
は
９
１
０
号
に
乗
り
込
む
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
発
車
の
ベ
ル
が
鳴
り
、

９
１
０
号
は
動
き
出
し
た
。
８
両
編
成
の
列
車
は
し
ば
ら
く
駅
構
内
の
線
路
を

走
る
と
、
上
昇
軌
道
に
入
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
空
間
軌
道
に
入
る
。
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数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
線
路
が
並
び
、
宇
宙
中
か
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
列
車

が
往
来
し
、
全
銀
河
鉄
道
の
路
線
の
始
発
駅
で
あ
る
デ
ィ
ス
テ
ィ
ニ
ー
駅
を
眺

め
な
が
ら
、
列
車
は
急
激
に
上
昇
す
る
。
１
０
分
も
し
な
い
う
ち
に
、
列
車
は

宇
宙
空
間
に
出
た
。
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出
発
の
時
（
後
書
き
）

　
と
言
う
訳
で
始
ま
り
で
す
。
こ
の
作
品
の
主
人
公
工
藤
新
一
は
コ
ナ
ン
の
中

の
工
藤
新
一
の
子
孫
と
い
う
設
定
で
す
。

　
失
わ
れ
し
物
を
求
め
て
も
連
載
中
で
す
の
で
、
更
新
は
か
な
り
遅
い
で
す
が
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
。

　
感
想
、
意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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事
件
発
生
！
！

　　
新
一
を
乗
せ
た
銀
河
鉄
道
９
１
０
号
は
、
漆
黒
の
宇
宙
区
間
を
ひ
た
走
る
。

銀
河
鉄
道
の
車
両
に
は
人
口
重
力
発
生
装
置
が
つ
い
て
い
る
か
ら
、
宇
宙
区
間

で
も
快
適
な
旅
が
出
来
る
。
窓
の
外
に
は
雄
大
な
宇
宙
の
景
色
が
広
が
り
、
時

折
１
，
５
宇
宙
ｋ
ｍ
毎
に
設
置
さ
れ
た
、
空
間
シ
ー
ル
ド
発
生
用
の
軌
道
リ
ン

グ
が
後
方
へ
と
通
り
過
ぎ
る
。

　
惑
星
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
を
出
て
３
０
分
が
経
っ
た
。
そ
こ
へ
、
車
掌
が
や
っ
て

来
た
。
銀
河
鉄
道
で
は
今
も
古
風
に
車
掌
が
一
両
一
両
回
っ
て
来
る
。
や
っ
て

き
た
の
は
人
間
の
車
掌
だ
っ
た
。
最
近
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
車
掌
を
勤
め
て
い

る
車
両
も
少
な
く
な
い
。

　
車
掌

　
「
次
の
停
車
駅
、
惑
星
ベ
イ
カ
ま
で
は
約
２
時
間
で
す
。
今
し
ば
ら
く
お
く

つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。
」

　
＜
後
２
時
間
か
。
＞

　
心
の
中
で
そ
う
新
一
は
つ
ぶ
や
く
。
ベ
イ
カ
に
戻
る
の
は
一
週
間
ぶ
り
だ
。

つ
ま
り
、
家
族
や
彼
女
の
顔
を
拝
む
の
も
一
週
間
ぶ
り
だ
。
心
は
自
然
と
明
る

い
も
の
と
な
る
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
新
一
の
気
分
を
ぶ
ち
壊
す
事
態
が
発
生
し
た
。

　
　
？

　
「
キ
ャ
ア
ア
！
！
！
」

　
女
性
の
悲
鳴
で
あ
る
。
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「
な
ん
だ
？
」

　
「
ど
う
し
た
？
」

　
他
の
乗
客
も
何
事
と
ば
か
り
に
振
り
返
る
。
新
一
は
す
ぐ
に
声
の
し
た
方
向

に
走
っ
た
。
声
が
し
た
の
は
車
両
間
の
デ
ッ
キ
か
ら
だ
っ
た
。
こ
の
車
両
に
は

そ
こ
に
ト
イ
レ
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　
車
両
の
扉
が
開
き
、
新
一
の
目
に
ひ
ざ
ま
ず
い
た
女
性
の
姿
が
入
っ
て
き
た
。

　
新
一

　
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　
女
性
に
声
を
か
け
る
が
、
彼
女
は
口
を
パ
ク
パ
ク
動
か
す
ば
か
り
で
要
領
を

得
な
い
。

　
新
一

　
「
ど
う
し
た
ん
で
す
？
」

　
近
づ
い
て
女
性
を
支
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
彼
女
は
指
で
ト
イ
レ
の
あ
る
方

向
を
指
し
た
。

　
新
一
が
そ
っ
ち
を
見
る
と
、
男
性
が
便
器
に
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
い
た
。

　
新
一

　
「
こ
れ
は
！
？
」

　
新
一
が
近
づ
こ
う
と
し
た
。
そ
こ
へ
、
車
掌
が
走
っ
て
き
た
。
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車
掌

　
「
こ
、
こ
れ
は
！
？
お
客
さ
ん
。
勝
手
に
中
へ
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」

　
新
一
は
探
偵
証
明
証
を
見
せ
る
。

　
新
一

　
「
一
級
探
偵
の
工
藤
新
一
で
す
。
銀
河
鉄
道
か
ら
も
公
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
」

　
一
級
探
偵
は
そ
の
認
め
ら
れ
た
惑
星
国
家
や
組
織
に
よ
っ
て
司
法
権
や
事
件

捜
査
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
簡
単
に
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
警
官
と
同
じ
だ
。

　
車
掌

　
「
あ
、
失
礼
し
ま
し
た
。
」

　
車
掌
が
敬
礼
す
る
。

　
新
一

　
「
で
は
、
ま
ず
列
車
を
停
止
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
に
緊
急

出
動
の
要
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
殺
人
事
件
で
す
。
」

　
車
掌

　
「
わ
か
り
ま
し
た
。
」

　　
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
司
令
部
は
、
天
井
に
浮
か
ぶ
球
形
の
路
線
図
を
中
心
と
し
た
円
形

の
テ
ー
ブ
ル
に
、
一
日
中
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
張
り
付
き
、
列
車
や
駅
か
ら
発
進
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さ
れ
る
緊
急
信
号
に
対
処
す
る
。

　
そ
の
司
令
部
に
、
緊
急
事
態
発
生
を
知
ら
せ
る
警
報
が
鳴
り
響
く
。

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　
「
白
鳥
座
方
面
へ
向
か
っ
て
い
た
、
急
行
９
１
０
号
内
に
て
殺
人
事
件
発
生
。

乗
客
１
名
が
死
亡
。
列
車
は
現
状
維
持
の
た
め
に
惑
星
ベ
イ
カ
よ
り
１
６
０
０

宇
宙
ｋ
ｍ
で
緊
急
停
止
。
Ｓ
Ｄ
Ｆ
に
出
動
要
請
入
電
。
」

　
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
現
司
令
官
は
、
叩
き
上
げ
の
元
ア
ー
ク
ト
ゥ
ル
ス
小
隊
小
隊
長
、

藤
堂
兵
五
郎
で
あ
る
。
彼
の
決
断
は
素
早
か
っ
た
。

　
藤
堂
司
令

　
「
た
だ
ち
に
、
シ
リ
ウ
ス
小
隊
に
出
動
命
令
。
」
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事
件
発
生
！
！
（
後
書
き
）

と
言
う
訳
で
事
件
発
生
。
次
回
、
精
鋭
シ
リ
ウ
ス
小
隊
が
つ
い
に
出
動
し
ま
す
。
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発
進

　
Ｓ
Ｄ
Ｆ
（
空
間
鉄
道
警
備
隊
）
の
車
両
は
出
場
の
際
は
旅
客
列
車
な
ど
が
使

用
す
る
ホ
ー
ム
か
ら
で
は
な
く
、
地
下
の
専
用
車
両
整
備
場
か
ら
一
端
引
き
上

げ
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
発
進
用
線
路
を
使
っ
て
出
場
す
る
。

　
そ
し
て
今
、
司
令
部
よ
り
出
場
命
令
を
受
け
た
シ
リ
ウ
ス
小
隊
専
用
警
邏
車

両
、
車
両
ナ
ン
バ
ー
０
０
１
、
ビ
ッ
グ
ワ
ン
が
出
場
準
備
に
か
か
っ
て
い
た
。

　
車
内
に
は
既
に
隊
員
た
ち
が
乗
り
込
み
、
出
場
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
ち
な

み
に
、
銀
河
鉄
道
の
車
両
は
全
て
機
関
車
が
牽
引
す
る
方
式
な
の
で
、
常
時
決

ま
っ
た
隊
員
が
乗
り
込
む
の
は
機
関
車
だ
け
だ
。

　
隊
長

　
「
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ
ク
！
」

　
隊
長
の
シ
ュ
ワ
ン
ヘ
ル
ト
・
バ
ル
ジ
が
隊
長
席
で
言
う
。
彼
は
勤
続
１
６
年
、

そ
し
て
最
年
少
で
隊
長
に
な
っ
た
経
歴
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
普
段
は
真
面
目

だ
が
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
規
則
も
上
層
部
か
ら
の
命
令
も
無
視
し
、
己
の
正
し

い
道
を
行
く
事
か
ら
、
実
直
な
詐
欺
師
と
い
う
あ
だ
名
が
あ
る
。

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
タ
ン
バ
イ
！
」

　
運
転
パ
ー
ト
の
デ
ビ
ッ
ト
・
ヤ
ン
グ
。
シ
リ
ウ
ス
小
隊
で
は
隊
長
に
次
ぐ
年

長
者
。
酒
と
女
、
そ
し
て
賭
け
が
好
き
と
問
題
は
多
い
が
、
操
縦
技
術
は
ピ
カ

イ
チ
だ
。

　
ル
イ
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「
軌
道
通
信
レ
ー
ダ
ー
異
常
な
し
」

　
レ
ー
ダ
ー
パ
ー
ト
の
ル
イ
・
フ
ォ
ー
ド
・
ド
レ
イ
ク
。
ク
ラ
リ
オ
ス
星
団
共

和
国
大
統
領
の
一
人
娘
。
束
縛
さ
れ
た
生
活
が
嫌
で
Ｓ
Ｄ
Ｆ
に
入
っ
た
変
り
種

だ
。

　
ユ
キ

　
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
完
了
」

　
そ
う
告
げ
る
の
は
ユ
キ
だ
。
ユ
キ
は
人
間
で
は
な
い
。
人
間
の
体
を
元
に
作

ら
れ
た
医
療
用
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
、
つ
ま
り
セ
ク
サ
ロ
イ
ド
だ
。
な
ん
で
も
、
か

つ
て
地
球
で
生
き
て
い
た
女
性
が
モ
デ
ル
だ
と
い
う
。

　
学

　
「
素
粒
子
ワ
ー
プ
走
行
発
生
機
関
異
常
な
し
」

　
そ
し
て
有
紀
学
。
武
装
パ
ー
ト
担
当
で
、
ル
イ
と
は
訓
練
学
校
の
同
期
生
だ
。

曲
が
っ
た
事
が
嫌
い
で
、
命
令
を
無
視
し
、
無
茶
な
行
動
に
出
る
こ
と
が
や
た

ら
多
い
が
、
隊
員
の
信
頼
は
厚
い
。

　
閑
話
休
題
。

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
出
場
準
備
は
進
む
。

　
ユ
キ

　
「
人
工
重
力
発
生
開
始
」

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　
「
ビ
ッ
グ
ワ
ン
、
第
５
装
備
で
出
場
」
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任
務
に
よ
っ
て
、
繋
が
れ
る
車
両
は
違
う
。
今
回
は
第
５
装
備
が
指
定
さ
れ
、

そ
の
装
備
を
搭
載
し
た
客
車
が
車
両
停
車
場
よ
り
出
さ
れ
る
。

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　
「
第
５
装
備
、
異
常
な
し
」
　

　
第
５
装
備
用
の
客
車
が
連
結
さ
れ
る
。

　
ユ
キ

　
「
上
昇
フ
ロ
ー
ト
固
定
確
認
」

　
宇
宙
空
間
を
走
行
す
る
に
は
欠
か
せ
な
い
装
備
が
、
各
車
両
に
装
着
さ
れ
た
。

　
隊
長

　
「
微
速
進
行
、
発
進
位
置
へ
」

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
微
速
進
行
」

　
そ
し
て
、
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、
発
進
位
置
へ
と
つ
く
。

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
ボ
イ
ラ
ー
内
圧
力
上
昇
、
シ
リ
ン
ダ
ー
へ
の
閉
鎖
弁
オ
ー
プ
ン
」

　
隊
長

　
「
メ
イ
ン
回
路
接
続
！
」

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
接
続
！
」
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学

　
「
シ
ス
テ
ム
、
オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
！
」

　
発
進
準
備
完
了
で
あ
る
。

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　
「
３
８
番
線
よ
り
の
発
進
を
許
可
し
ま
す
」

　
ル
イ

　
「
発
進
許
可
、
確
認
」

　
発
進
許
可
が
降
り
た
。

　
バ
ル
ジ

　
「
ビ
ッ
グ
ワ
ン
、
発
進
！
！
」

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
ボ
イ
ラ
ー
内
出
力
１
２
０
％
！
！
」

　
命
令
と
と
も
に
、
汽
笛
が
鳴
り
、
巨
大
な
動
輪
が
動
き
だ
す
。
ビ
ッ
グ
ワ
ン

は
有
名
な
９
９
９
号
と
同
じ
、
Ｓ
Ｌ
が
モ
デ
ル
の
車
両
で
あ
る
。
機
関
車
の
ナ

ン
バ
ー
は
Ｇ
８
０
０
１
．
片
側
に
８
つ
の
動
輪
を
持
つ
巨
大
機
関
車
だ
。
そ
し

て
、
そ
の
汽
車
に
引
か
れ
た
１
２
両
編
成
の
列
車
が
、
今
大
空
へ
と
旅
立
っ
て

い
く
。
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発
進
（
後
書
き
）

　
も
は
や
コ
ナ
ン
の
フ
ァ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
怪
し
い
で
す
が
、
次
話
で
は
新

一
が
登
場
す
る
の
で
、
乞
う
ご
期
待
。
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現
場
到
着

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
一
路
９
１
０
号
へ
向
か
っ
て
、
空
間
軌
道
を
ひ
た
走
る
。

　
ユ
キ

　
「
９
１
０
号
は
、
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
か
ら
５
０
０
宇
宙
ｋ
ｍ
で
停
車
中
。
」

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
最
高
ス
ピ
ー
ド
は
３
０
０
０
宇
宙
ｋ
ｍ
だ
か
ら
、
約
１
０
分

も
あ
れ
ば
着
く
距
離
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
車
両
は
一
般
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
の
３
倍
近

い
速
度
で
走
れ
る
。
さ
ら
に
馬
力
も
高
い
。
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
５
０
０
万
宇
宙
馬

力
を
誇
る
。
こ
れ
は
有
名
な
９
９
９
号
の
２
，
５
倍
の
出
力
だ
。

　
ル
イ

　
「
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
現
地
到
着
予
定
は
９
分
４
５
秒
後
で
す
。
」

　
隊
長

　
「
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
現
場
に
着
き
次
第
９
１
０
号
に
連
結
す
る
。
デ
ビ
ッ
ト
は

ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
残
っ
て
く
れ
。
学
と
ル
イ
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第
二
分
隊
を
指

揮
し
車
内
の
捜
索
を
行
っ
て
く
れ
。
ユ
キ
は
科
学
捜
査
班
と
と
も
に
遺
体
の
検

分
に
当
た
っ
て
く
れ
。
」

 
 

バ
ル
ジ
隊
長
が
到
着
後
の
方
針
を
定
め
る
。

　
全
員

　
「
了
解
！
！
」
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一
方
、
緊
急
停
止
し
た
９
１
０
号
で
は
新
一
が
遺
体
の
検
分
を
行
っ
て
い
た
。

　
車
掌

　
「
探
偵
さ
ん
。
何
か
分
か
り
ま
し
た
か
？
」

　
新
一

　
「
詳
し
い
こ
と
は
本
格
的
に
検
死
し
て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

僕
の
意
見
を
言
わ
せ
て
貰
え
ば
、
死
因
は
鋭
利
な
ナ
イ
フ
で
心
臓
を
突
い
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
恐
ら
く
、
即
死
で
す
。
そ
れ
と
血
が
乾
い
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
、
死
後
そ
ん
な
に
経
っ
て
い
な
い
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
方
は
ど
う
な
り
ま
し
た
？
」

　
車
掌

　
「
た
っ
た
今
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
を
出
発
し
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
に
離
れ
て
い

ま
せ
ん
か
ら
、
１
０
分
も
あ
れ
ば
到
着
す
る
と
思
い
ま
す
。
」

　
新
一

　
「
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
。
」

　
Ｓ
Ｄ
Ｆ
が
現
場
に
早
く
到
着
で
き
れ
ば
、
事
件
の
解
決
は
そ
れ
だ
け
早
く
な

る
。
彼
ら
が
こ
れ
ば
、
乗
客
か
ら
の
聞
き
取
り
や
、
遺
体
の
検
死
が
行
え
る
か

ら
だ
。

　
車
掌
は
そ
し
て
行
っ
て
し
ま
う
。
一
人
に
な
っ
た
新
一
は
少
し
考
え
込
ん
だ
。

　
＜
し
か
し
、
運
が
悪
い
な
。
＞

　
心
の
中
で
そ
う
つ
ぶ
や
く
。
久
し
ぶ
り
に
彼
女
と
会
え
る
日
に
こ
れ
で
あ
る
。
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＜
な
ん
て
言
い
訳
し
よ
う
か
。
＞

　
殺
人
事
件
の
現
場
で
は
不
謹
慎
な
こ
と
と
思
い
つ
つ
も
、
つ
い
つ
い
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
。

　
＜
と
に
か
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
と
協
力
し
て
、
さ
っ
さ
と
事
件
を
解
決
し
ね
え
と
な
。

＞　
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
る
と
、
辺
り
に
汽
笛
の
音
が
響
い
た
。
（
宇
宙
で
音
は

普
通
通
り
ま
せ
ん
が
、
空
間
軌
道
内
に
は
一
応
空
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
。
）

　
ユ
キ

　
「
現
場
に
到
着
し
ま
し
た
。
」

　
ル
イ

　
「
９
１
０
号
か
ら
の
報
告
で
は
、
車
内
で
の
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
バ
ル
ジ
隊
長
に
次
々
と
情
報
が
入
る
。

　
隊
長

　
「
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
直
ち
に
９
１
０
号
と
連
結
、
全
員
先
ほ
ど
打
ち
合
わ
せ
た

と
お
り
に
行
動
せ
よ
。
」

　
全
員

　
「
了
解
！
！
」

　
隊
長

　
「
あ
と
、
有
紀
。
コ
ス
モ
セ
イ
バ
ー
は
常
に
発
進
で
き
る
よ
う
ス
タ
ン
バ
イ
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さ
せ
て
お
け
。
」

　
学

　
「
了
解
！
コ
ス
モ
セ
イ
バ
ー
ク
ル
ー
は
常
時
発
進
態
勢
へ
。
」

　
後
部
車
両
で
待
機
す
る
ク
ル
ー
に
発
進
待
機
命
令
が
出
る
。

　
コ
ス
モ
セ
イ
バ
ー
は
優
れ
た
飛
行
能
力
と
索
敵
能
力
を
備
え
た
戦
闘
機
で
、

格
納
庫
車
両
か
ら
カ
タ
パ
ル
ト
発
進
す
る
。

　
隊
長

　
「
よ
し
、
連
結
さ
せ
ろ
。
」

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
か
ら
車
両
間
連
絡
用
の
チ
ュ
ー
ブ
が
９
１
０
号
に
渡
さ
れ
た
。
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現
場
到
着
（
後
書
き
）

　
よ
う
や
く
４
話
目
で
す
。
い
よ
い
よ
新
一
と
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
合
同
捜
査
が
始
ま
り

ま
す
。

　
今
回
コ
ナ
ン
と
と
も
に
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
銀
河
鉄
道
物
語
は
毎
週
金
曜
日

深
夜
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
見
て
み
る
と
良
い
で

す
よ
。
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Ｓ
Ｄ
Ｆ
捜
査
開
始

　 
ビ
ッ
グ
ワ
ン
と
９
１
０
号
が
連
結
し
、
バ
ル
ジ
隊
長
を
始
め
と
す
る
隊
員
達

が
次
々
と
乗
り
込
む
。

　
隊
長

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｆ
シ
リ
ウ
ス
小
隊
、
た
だ
い
ま
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
隊
長
の
シ
ュ

ワ
ン
ヘ
ル
ト
・
バ
ル
ジ
で
す
。
」

　
車
掌

　
「
感
謝
し
ま
す
。
」

　
２
人
は
互
い
に
敬
礼
す
る
。

　
隊
長

　
「
早
速
で
す
が
、
現
場
へ
案
内
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

　
車
掌

　
「
は
い
、
こ
ち
ら
で
す
。
」

　
車
掌
は
バ
ル
ジ
た
ち
を
事
件
現
場
に
案
内
す
る
。

　
隊
長

　
「
と
こ
ろ
で
、
遺
体
に
は
、
誰
も
近
づ
け
て
い
ま
せ
ん
ね
。
」

　
車
掌

　
「
い
い
え
。
実
は
私
立
探
偵
の
方
が
乗
ら
れ
て
い
た
の
で
、
捜
査
協
力
を
。
」

　
隊
長

　
「
探
偵
？
」

　
バ
ル
ジ
が
怪
訝
な
声
を
あ
げ
る
。

　
車
掌
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「
え
え
。
あ
、
あ
の
方
で
す
。
・
・
・
・
・
工
藤
さ
ん
。
Ｓ
Ｄ
Ｆ
シ
リ
ウ
ス

小
隊
が
到
着
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
隊
長
の
バ
ル
ジ
氏
で
す
。
」

　
車
掌
に
言
わ
れ
、
新
一
は
バ
ル
ジ
の
前
に
出
る
。

　
新
一

　
「
始
め
ま
し
て
。
一
級
探
偵
の
工
藤
新
一
で
す
。
銀
河
鉄
道
か
ら
も
公
認
を

受
け
て
い
ま
す
。
失
礼
な
が
ら
簡
単
な
捜
査
を
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
場

は
荒
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。
」

　
新
一
は
身
分
証
を
見
せ
る
。

　
隊
長

　
「
そ
う
で
し
た
か
。
ご
協
力
感
謝
し
ま
す
。
私
は
Ｓ
Ｄ
Ｆ
シ
リ
ウ
ス
小
隊
隊

長
の
シ
ュ
ワ
ン
ヘ
ル
ト
・
バ
ル
ジ
で
す
。
」

　
ル
イ

　
「
え
！
工
藤
新
一
。
」

　
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
の
は
後
ろ
に
い
た
ル
イ
だ
。

 
　
学

　
「
な
ん
だ
よ
ル
イ
。
」

　
ル
イ

　
「
や
だ
有
紀
君
知
ら
な
い
の
。
工
藤
新
一
っ
て
言
っ
た
ら
、
１
７
歳
に
し
て

数
々
の
難
事
件
を
解
決
し
た
少
年
探
偵
よ
。
Ｔ
Ｖ
で
よ
く
や
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
。

は
じ
め
ま
し
て
。
お
会
い
で
き
て
光
栄
だ
わ
。
私
は
ル
イ
・
フ
ォ
ー
ド
・
ド
レ

イ
ク
。
」

　
 

学

　
「
俺
は
有
紀
学
。
よ
ろ
し
く
。
」

　
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
新
一
と
握
手
す
る
。

　
新
一

　
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
。
」

　
隊
長

　
「
お
い
！
俺
た
ち
の
任
務
は
事
件
の
解
決
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
は
後
回
し
に

し
ろ
。
」

　
２
人
（
学
・
ル
イ
）
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「
了
解
！
」

　
し
ば
ら
く
し
て
、
ユ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
班
が
乗
り
込
ん
で
き
た
。

　
そ
の
医
療
班
の
１
人
を
見
て
、
新
一
は
声
を
あ
げ
た
。

　
新
一

　
「
あ
、
お
前
は
ア
イ
。
」

　
そ
こ
に
い
た
の
は
、
同
郷
出
身
の
宮
野
ア
イ
で
あ
っ
た
。

　
ア
イ

　
「
あ
ら
、
工
藤
君
と
ま
さ
か
こ
ん
な
と
こ
で
会
え
る
な
ん
て
。
」

　
そ
の
喋
り
方
は
ど
こ
か
冷
め
て
い
る
。

　
新
一

　
「
お
め
え
こ
そ
、
銀
河
鉄
道
に
就
職
し
た
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
ま
さ
か
Ｓ

Ｄ
Ｆ
と
は
な
。
」

　
ア
イ

　
「
ま
あ
つ
も
る
話
は
ま
た
後
で
、
仕
事
が
あ
る
か
ら
。
」

　
そ
う
言
っ
て
、
ア
イ
は
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
（
か
わ
い
く
ね
え
女
。
）

　
そ
ん
な
事
を
ふ
と
思
っ
て
い
る
と
、
バ
ル
ジ
隊
長
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　
隊
長

　
「
と
こ
ろ
で
、
工
藤
さ
ん
。
」

　
新
一

　
「
あ
、
は
い
。
」

　
隊
長

　
「
今
の
所
判
っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
で
す
。
あ
な
た
の
今
回
の
事
件
に
関
す

る
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

　
バ
ル
ジ
隊
長
は
早
速
事
件
の
捜
査
に
か
か
っ
た
。

　
新
一

　
「
は
い
。
ま
ず
今
回
の
事
件
は
、
外
見
か
ら
の
判
断
で
は
、
被
害
者
の
心
臓

を
鋭
利
な
物
で
刺
し
た
刺
殺
。
被
害
者
は
お
そ
ら
く
即
死
で
す
。
た
だ
、
凶
器

は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
」

　
隊
長
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「
で
は
、
凶
器
を
犯
人
が
ま
だ
持
っ
て
い
る
と
。
」

　
新
一

　
「
そ
の
可
能
性
が
高
い
で
す
。
」

　
バ
ル
ジ
隊
長
は
そ
う
新
一
が
言
う
と
、
学
と
ル
イ
に
指
示
を
出
す
。

　
隊
長

　
「
有
紀
、
ル
イ
。
２
人
は
分
隊
を
率
い
て
、
金
属
探
知
機
に
よ
る
乗
客
の
持

ち
物
検
査
を
行
っ
て
く
れ
。
そ
れ
と
、
不
審
人
物
に
関
す
る
聞
き
取
り
も
だ
。
」

　
２
人
（
学
・
ル
イ
）

　
「
了
解
！
！
」

　
こ
う
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
捜
査
が
開
始
さ
れ
た
。
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解
決
へ
の
糸
口

　
遺
体
が
現
場
か
ら
運
び
出
さ
れ
、
９
１
０
号
か
ら
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
医
務
室
に

運
び
込
ま
れ
る
。
そ
し
て
ユ
キ
に
よ
る
検
死
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
間
に
、
他
の
隊
員
（
学
や
ル
イ
達
）
た
ち
が
乗
客
か
ら
の
聞
き
取
り
調

査
や
、
現
場
の
鑑
識
作
業
（
ア
イ
の
担
当
）
を
行
う
。
そ
の
手
際
の
良
さ
は
、

新
一
が
今
ま
で
見
て
き
た
各
惑
星
の
警
察
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
物
で
あ
っ
た
。

 
（
さ
す
が
は
Ｓ
Ｄ
Ｆ
，
そ
こ
い
ら
の
警
察
よ
り
も
す
げ
え
。
）

　
ふ
と
そ
ん
な
事
を
考
え
て
し
ま
う
新
一
で
あ
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
隊
員
が
バ
ル
ジ
と
新
一
の
も
と
に
集
ま
っ
て
き
た
。
検
死

と
、
車
内
調
査
の
結
果
が
出
た
の
だ
。

　
ユ
キ

　
「
被
害
者
の
死
因
等
に
つ
い
て
は
、
工
藤
さ
ん
の
言
わ
れ
た
と
お
り
で
し
た
。

」　
ア
イ

　
「
体
内
に
特
別
、
薬
品
な
ど
が
混
入
さ
れ
た
形
跡
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
検
死
に
あ
た
っ
た
２
人
の
報
告
は
、
ほ
ぼ
新
一
の
推
理
ど
う
り
で
あ
っ
た
。

　
隊
長

　
「
被
害
者
の
身
元
に
つ
い
て
は
？
」

　
こ
れ
は
新
一
も
一
番
気
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
ユ
キ

　
「
被
害
者
は
惑
星
グ
レ
ア
出
身
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
３
４
歳
と

判
明
し
ま
し
た
。
現
在
、
管
理
局
に
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
求
め
て
い
ま
す
。
」

　
隊
長

　
「
わ
か
っ
た
。
管
理
局
か
ら
の
連
絡
が
あ
り
し
だ
い
、
知
れ
せ
て
く
れ
。
」

　
ユ
キ
・
ア
イ

　
「
了
解
！
！
」

　
そ
う
し
て
、
医
療
・
鑑
識
担
当
の
二
人
は
ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
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隊
長

　
「
次
に
、
有
紀
、
ル
イ
。
車
内
調
査
の
結
果
を
言
っ
て
く
れ
。
」

　
学

　
「
は
い
。
１
か
ら
５
号
車
ま
で
の
乗
客
の
聞
き
取
り
と
持
ち
物
検
査
を
行
い

ま
し
た
が
、
特
に
不
審
な
点
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
ル
イ

　
「
６
か
ら
９
号
車
も
同
じ
で
し
た
。
」

　
隊
長

　
「
そ
う
か
。
」

　
報
告
を
信
じ
る
限
り
、
今
の
と
こ
ろ
乗
客
の
中
に
不
審
者
は
見
当
た
ら
な
い

事
に
な
る
。

　
新
一

　
「
と
こ
ろ
で
、
有
紀
さ
ん
、
ル
イ
さ
ん
。
頼
ん
だ
方
は
ど
う
で
し
た
？
」

　
こ
こ
で
、
バ
ル
ジ
隊
長
は
怪
訝
な
顔
を
し
た
。

　
隊
長

　
「
な
ん
で
す
か
、
そ
れ
は
？
」

　
新
一

　
「
実
は
、
現
場
の
ト
イ
レ
に
行
っ
た
人
物
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
」

　
な
る
ほ
ど
、
現
場
に
行
っ
た
人
物
の
中
に
犯
人
が
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　
隊
長

　
「
な
る
ほ
ど
、
で
は
有
紀
、
ル
イ
。
そ
っ
ち
の
方
は
ど
う
だ
っ
た
ん
だ
？
」

　
学

　
「
は
い
。
調
査
の
結
果
、
３
人
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
そ
の
３
人
は
い
ず
れ

も
凶
器
ら
し
き
物
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
隊
長

　
「
そ
う
か
・
・
・
・
・
だ
が
、
一
応
話
は
聞
い
て
お
き
た
い
。
す
ま
な
い
が

そ
の
３
人
を
連
れ
て
き
て
く
れ
。
」

　
学
・
ル
イ

　
「
了
解
！
！
」

　
２
人
は
そ
の
場
か
ら
直
ぐ
に
離
れ
た
。
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と
、
そ
こ
で
、
バ
ル
ジ
の
携
帯
無
線
機
に
連
絡
が
入
る
。

　
隊
長

　
「
オ
レ
だ
。
・
・
・
・
・
・
う
ん
。
・
・
・
・
・
・
・
・
そ
う
か
、
わ
か
っ

た
。
」

　
そ
う
し
て
、
会
話
を
終
え
る
。

　
新
一

　
「
何
か
わ
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

　
隊
長

　
「
え
え
。
偵
察
に
で
た
コ
ス
モ
セ
イ
バ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
の
報
告
で
は
、

軌
道
上
に
凶
器
ら
し
き
物
が
捨
て
ら
れ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

と
、
管
理
局
か
ら
被
害
者
に
関
し
て
重
要
な
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
」

　
新
一

　
「
重
要
な
情
報
？
」

　
隊
長

　
「
え
え
、
実
は
・
・
・
・
。
」
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解
決
へ
の
糸
口
（
後
書
き
）

　
果
た
し
て
重
要
情
報
と
は
？
乞
う
ご
期
待
。

　
御
意
見
・
御
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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重
要
な
鍵

　
新
一

　
「
一
体
な
ん
な
ん
で
す
、
重
要
な
情
報
っ
て
、
バ
ル
ジ
隊
長
？
」

　
バ
ル
ジ

　
「
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
有
紀
、
ル
イ
！
」

　
２
人
（
学
・
ル
イ
）

　
「
ハ
イ
！
」

　
バ
ル
ジ

　
「
被
害
者
が
の
席
ま
で
案
内
し
て
く
れ
。
」

　
新
一
の
質
問
に
答
え
な
い
ま
ま
、
バ
ル
ジ
隊
長
は
そ
の
ま
ま
３
人
を
引
き
連

れ
被
害
者
の
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
座
席
へ
向
か
っ
た
。

　
学

　
「
こ
こ
で
す
。
」

　
２
人
掛
け
の
座
席
に
は
何
も
な
い
。
新
一
は
網
棚
に
あ
る
ト
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス

に
目
を
向
け
た
。

　
バ
ル
ジ

　
「
有
紀
。
そ
の
ト
ラ
ン
ク
を
出
し
て
く
れ
。
」

　
学

　
「
ハ
イ
。
」

　
彼
は
言
わ
れ
た
と
う
り
に
す
る
。

　
降
ろ
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ク
を
バ
ル
ジ
が
開
け
る
。
し
か
し
、
中
に
は
普
通
の
日

用
品
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
ル
イ

　
「
特
に
何
に
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。
」

　
ル
イ
が
少
し
落
胆
し
た
声
を
上
げ
る
。
し
か
し
、
バ
ル
ジ
と
新
一
は
そ
こ
に

気
づ
い
て
い
た
。

　
新
一

　
「
お
か
し
い
。
」
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学

　
「
え
？
何
が
で
す
か
？
」

　
学
に
は
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
。
バ
ル
ジ
が
そ
れ
を
説
明
す
る
。

　
バ
ル
ジ

　
「
有
紀
。
こ
の
ケ
ー
ス
。
外
見
の
大
き
さ
に
し
て
は
容
量
が
変
に
少
な
い
と

思
わ
な
い
か
？
」

　
学

　
「
え
？
」

　
学
は
も
う
一
度
注
意
し
て
み
る
。
確
か
に
、
大
き
さ
に
比
し
て
底
が
浅
い
気

が
す
る
。

　
ル
イ

　
「
ま
さ
か
。
」

　
ル
イ
も
気
づ
い
た
。

　
バ
ル
ジ
は
無
言
で
ト
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
の
底
に
触
れ
る
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く

触
っ
て
い
る
と
、
底
が
外
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
長
方
形
の
物
体
が
敷
き

詰
め
ら
れ
て
い
た
。

　
学

　
「
コ
ス
モ
ガ
ン
の
マ
ガ
ジ
ン
だ
！
！
」

　
ル
イ

　
「
じ
ゃ
あ
被
害
者
の
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
・
・
・
・
」

　
新
一

　
「
ル
イ
さ
ん
や
有
紀
さ
ん
も
わ
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
恐
ら
く
こ
れ
は
武
器

の
密
輸
で
し
ょ
う
。
確
か
こ
の
列
車
の
終
点
は
惑
星
リ
ゲ
ル
。
そ
こ
は
被
害
者

の
故
郷
で
あ
る
惑
星
グ
レ
ラ
の
反
政
府
軍
の
拠
点
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
恐
ら

く
。
」

　
そ
こ
か
ら
先
を
バ
ル
ジ
が
引
き
継
ぐ
。

　
バ
ル
ジ

　
「
工
藤
探
偵
の
言
う
と
お
り
だ
と
俺
も
思
う
。
実
は
被
害
者
の
ヘ
ン
ダ
ー
ソ

ン
は
以
前
一
度
Ｓ
Ｄ
Ｆ
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
直
後
に
釈
放
さ
れ
た
経
歴
が
あ
る
。

罪
状
は
武
器
密
輸
だ
。
だ
が
、
結
局
武
器
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
以
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前
か
ら
こ
う
し
て
運
ん
で
い
た
ん
だ
ろ
う
。
」

　
学

　
「
じ
ゃ
あ
犯
人
は
顔
見
知
り
で
し
ょ
う
か
？
」

　
ル
イ

　
「
け
ど
乗
客
名
簿
を
調
べ
た
限
り
じ
ゃ
被
害
者
と
繋
が
る
人
は
い
な
か
っ
た

わ
よ
。
」

　
学

　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
無
差
別
！
？
」

　
学
が
仮
説
を
立
て
た
。
し
か
し
新
一
は
す
ぐ
に
否
定
す
る
。

　
新
一

　
「
有
紀
さ
ん
。
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
に
は
抵
抗
し
た
痕
跡
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
し
。
け
ど
、
犯
人
の
目
星
は
付
き
ま
し
た
。
バ
ル
ジ
隊
長
。
ち

ょ
っ
と
調
べ
て
欲
し
い
事
が
。
」

　
新
一
は
バ
ル
ジ
に
自
分
の
考
え
を
告
げ
た
。

　
バ
ル
ジ

　
「
わ
か
り
ま
し
た
。
」

　
こ
う
し
て
、
事
件
は
大
詰
め
を
迎
え
る
。
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犯
人

　　
現
場
そ
ば
の
廊
下
に
新
一
、
バ
ル
ジ
隊
長
、
、
ル
イ
、
そ
し
て
９
１
０
号
の

車
掌
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
車
掌

　
「
犯
人
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

　
新
一

　
「
え
え
。
」

　
新
一
は
大
き
く
う
な
ず
い
た
。

　
新
一

　
「
で
は
ま
ず
被
害
者
に
つ
い
て
、
バ
ル
ジ
隊
長
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

　
そ
の
言
葉
に
、
バ
ル
ジ
隊
長
が
小
さ
く
う
な
ず
い
た
。

　
バ
ル
ジ

　
「
ま
ず
被
害
者
の
死
因
は
、
鋭
利
な
刃
物
に
よ
り
心
臓
を
刺
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
即
死
で
す
。
で
す
が
、
凶
器
は
現
場
に
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
乗
客
に
対

す
る
調
査
で
も
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
加
え
て
、
軌
道
上
に
捨
て
ら
れ
た

痕
跡
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
車
掌

　
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
犯
人
は
列
車
内
に
は
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
も
し
か
し
て
ど
こ
か
で
脱
出
し
た
と
い
う
こ
と
で

は
。
」

　
そ
の
車
掌
の
言
葉
に
、
バ
ル
ジ
は
笑
っ
て
否
定
し
た
。

　
バ
ル
ジ

　
「
い
い
え
、
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
な
。
ど
ん
な
に
あ
が
い
て
も
、
車
外
へ
出

る
に
は
扉
を
こ
じ
開
け
る
事
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
車
両
の
記
録
に
残
さ
れ
る
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事
に
な
り
ま
す
か
ら
無
理
で
す
。
」

　
車
掌

　
「
で
は
、
ど
う
や
っ
て
。
」

　
訳
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
表
情
で
車
掌
は
言
っ
た
。

　
新
一

　
「
答
え
は
た
だ
ひ
と
つ
、
犯
人
は
車
内
に
い
て
、
そ
し
て
凶
器
を
未
だ
持
っ

て
い
る
と
い
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
」

　
車
掌

　
「
し
か
し
、
乗
客
の
中
に
は
凶
器
を
持
っ
て
い
る
人
物
は
い
ん
か
っ
た
ん
で

し
ょ
。
で
は
一
体
誰
が
。
ま
さ
か
、
乗
員
の
中
に
い
る
と
い
う
の
で
す
が
？
」

　
９
１
０
号
に
は
食
堂
車
が
連
結
さ
れ
て
い
て
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
も
い
る
。
そ

の
他
に
も
車
内
販
売
要
員
も
乗
り
込
ん
で
い
る
。

　
ル
イ

　
「
食
堂
車
の
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
、
車
内
販
売
員
に
も
乗
客
と
同
様
の
検
査
を
受

け
て
も
ら
い
ま
し
た
が
特
に
不
審
人
物
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
彼
ら

に
は
被
害
者
と
の
繋
が
り
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

　
車
掌

　
「
で
は
。
一
体
？
」

　
バ
ル
ジ

　
「
実
は
１
人
だ
け
ま
だ
調
査
し
て
い
な
い
人
物
が
い
る
ん
で
す
よ
。
」

　
そ
の
時
の
バ
ル
ジ
の
言
葉
に
、
車
掌
は
ハ
ッ
と
し
た
。

　
車
掌

　
「
え
！
？
ま
、
ま
さ
か
！
！
」

　
新
一

　
「
わ
か
り
ま
し
た
よ
ね
。
ま
あ
分
か
っ
て
当
然
で
し
ょ
う
ね
。
あ
な
た
自
身

の
こ
と
な
ん
だ
か
ら
。
そ
う
で
す
。
あ
な
た
で
す
よ
車
掌
さ
ん
。
つ
ま
り
犯
人

は
あ
な
た
だ
。
」

　
そ
の
言
葉
に
、
車
掌
の
表
情
は
凍
り
つ
い
た
。

　
車
掌

　
「
ば
、
馬
鹿
な
。
何
故
私
が
見
ず
知
ら
ず
の
乗
客
を
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
の
で
す
？
」

　
バ
ル
ジ

　
「
見
ず
知
ら
ず
で
は
な
い
。
」

　
車
掌

　
「
え
！
？
」

　
ル
イ

　
「
あ
な
た
の
出
身
は
惑
星
グ
レ
ア
。
被
害
者
と
同
じ
。
し
か
も
小
学
校
か
ら

高
校
ま
で
ず
っ
と
同
じ
で
し
た
。
」

　
バ
ル
ジ
の
言
葉
を
ル
イ
が
引
き
継
い
で
言
っ
た
。

　
車
掌

　
「
そ
、
そ
ん
な
。
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
面
識
が
あ
る
と
い
う
証
拠
に
は
な

ら
な
い
ぞ
！
！
」

　
バ
ル
ジ

　
「
証
拠
は
ま
だ
あ
る
。
」

　
車
掌

　
「
！
！
？
？
」

　
事
件
一
気
に
解
決
へ
向
か
っ
て
い
た
。
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犯
人
（
後
書
き
）

　
こ
の
話
は
、
コ
ナ
ン
原
作
者
の
青
山
さ
ん
が
好
き
な
映
画
に
銀
河
鉄
道
９
９

９
を
あ
げ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
考
え
ま
し
た
。
た
だ
９
９
９
で
は
話
が
作
り
に

く
い
た
め
、
続
編
の
銀
河
鉄
道
物
語
と
の
コ
ラ
ボ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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事
件
解
決

新
一

「
有
紀
さ
ん
。
」

車
掌

「
！
？
」

　
新
一
の
言
葉
と
同
時
に
、
学
が
現
れ
た
。

新
一

「
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？
」

学「
え
え
。
」

　
そ
う
言
っ
て
彼
は
な
に
や
ら
ビ
ニ
ー
ル
の
包
み
を
出
し
た
。

車
掌

「
そ
、
そ
れ
は
！
！
」

　
車
掌
の
体
が
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
る
。

　
学
が
包
み
を
開
く
。
す
る
と
、
中
か
ら
ナ
イ
フ
が
出
て
き
た
。

新
一

「
凶
器
に
間
違
え
あ
り
ま
せ
ん
ね
？
」

学「
え
え
、
綺
麗
に
薬
品
で
洗
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
柄
の
部
分
に
か
す
か
に
血

液
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

照
合
の
結
果
、
間
違
え
な
く
被
害
者
の
物
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
出
て
き
た

の
は
・
・
・
・
車
掌
さ
ん
。

あ
な
た
の
鞄
の
中
か
ら
だ
！
！
」

　
決
定
的
な
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
車
掌
は
悪
あ
が
き
し
よ
う
と

す
る
。

車
掌

「
私
じ
ゃ
な
い
！
！
も
し
か
し
た
ら
そ
の
ナ
イ
フ
を
誰
か
が
私
の
鞄
に
仕
込
ん

だ
の
か
も
。
」
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往
生
際
が
悪
い
。

　
だ
が
、
新
一
達
に
は
さ
ら
に
追
い
撃
ち
を
か
け
る
手
段
が
あ
っ
た
。

新
一

「
ま
だ
吐
き
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
な
ら
、
こ
ち
ら
も
も
う
一
つ
の
証
拠
を
出
す
ま

で
で
す
。
」

車
掌

「
も
う
一
つ
の
証
拠
！
？
」

新
一

「
ル
イ
さ
ん
。
説
明
を
。
」

　
指
名
さ
れ
た
ル
イ
が
喋
り
始
め
る
。

ル
イ

「
こ
れ
は
死
体
を
検
視
し
た
ユ
キ
と
医
療
班
の
ア
イ
か
ら
の
報
告
で
す
。
被
害

者
の
遺
体
に
は
一
点
不
審

な
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
出
血
の
量
が
少
な
い
こ
と
で
し
た
。
調
査
の
結

果
、
血
液
中
に
血
液
擬
固

剤
が
混
ざ
っ
て
い
る
の
が
判
明
し
ま
し
た
。
」

車
掌

「
・
・
・
・
・
・
」

ル
イ

「
そ
し
て
そ
の
血
液
擬
固
剤
は
洗
っ
て
も
液
中
の
特
別
な
薬
品
で
反
応
が
出
る

ん
で
す
。
」

　
車
掌
の
顔
が
驚
愕
の
表
情
に
な
る
。

学「
ナ
イ
フ
か
ら
反
応
は
し
っ
か
り
出
ま
し
た
よ
。
そ
し
て
、
車
掌
室
に
置
か
れ

て
い
た
手
袋
に
も
。
車
掌

さ
ん
、
あ
な
た
が
つ
け
て
い
た
ね
！
！
」

車
掌

「
！
！
！
！
」

学「
こ
の
手
袋
は
銀
河
鉄
道
乗
務
員
専
用
の
物
だ
。
他
の
人
間
が
持
て
る
物
で
は
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な
い
。
こ
れ
で
も
ま
だ
し

ら
を
切
る
つ
も
り
で
す
か
車
掌
さ
ん
！
！
」

　
つ
い
に
、
車
掌
は
負
け
を
認
め
、
そ
の
場
に
う
ず
く
ま
っ
た
。

車
掌

「
く
、
く
そ
お
！
！
！
あ
い
つ
が
い
け
な
い
ん
だ
。
以
前
、
あ
い
つ
が
武
器
密

輸
を
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｆ
に
検
挙
さ

れ
た
と
き
、
俺
が
武
器
を
隠
し
て
逃
が
し
て
や
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
金
を
払
わ

な
い
と
本
社
に
通
報
す
る

っ
て
言
う
か
ら
。
あ
い
つ
は
恩
を
仇
で
返
し
た
ん
だ
！
！
」

　
バ
ル
ジ
が
彼
の
腕
を
掴
む
。

バ
ル
ジ

「
そ
う
い
う
話
は
デ
ィ
ス
テ
ィ
二
―
に
帰
っ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
聞
か
せ
て
も
ら

お
う
か
。
殺
人
罪
で
逮
捕
す
る
。
」

車
掌
の
腕
に
電
子
手
錠
が
は
め
ら
れ
た
。

新
一

「
一
件
落
着
で
す
な
。
」

　
新
一
が
学
た
ち
に
ね
ぎ
ら
い
の
声
を
か
け
る
。

学「
い
い
え
、
こ
っ
ち
は
ま
だ
や
る
こ
と
が
残
っ
て
い
ま
す
。
」

バ
ル
ジ

「
そ
の
と
う
り
だ
。
車
掌
不
在
の
ま
ま
列
車
を
運
行
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。

こ
れ
よ
り
、
ビ
ッ
グ
ワ

ン
は
９
１
０
号
を
惑
星
ベ
イ
カ
ま
で
牽
引
す
る
。
準
備
に
か
か
れ
！
！
」

学
・
ル
イ

「
了
解
！
！
」

　
も
っ
と
も
、
既
に
乗
客
に
は
ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
移
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、

９
１
０
号
か
ら
ビ
ッ
グ
ワ

ン
に
戻
り
、
連
結
す
る
だ
け
だ
。

　
す
ぐ
に
連
結
し
出
発
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
。



40

　
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
！
！
！

　
突
然
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
た
。

　
そ
こ
へ
、
ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
残
っ
て
い
る
デ
ビ
ッ
ト
か
ら
連
絡
が
入
る
。

　
デ
ビ
ッ
ト

「
隊
長
！
！
緊
急
事
態
で
す
。
す
ぐ
に
ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
」
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新
た
な
る
脅
威

　
バ
ル
ジ
・
学
・
ル
イ
、
そ
し
て
な
り
い
き
で
つ
い
て
き
て
し
ま
っ
た
新
一
を

含
む
４
人
は
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
指
令
車
両
に
駆
け
込
ん
だ
。

　
バ
ル
ジ

　
「
ど
う
し
た
デ
ビ
ッ
ト
。
」

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
緊
急
事
態
で
す
。
」

　
ユ
キ

　
「
流
星
群
が
多
数
接
近
中
。
き
ょ
り
１
０
０
０
宇
宙
ｋ
ｍ
。
到
達
ま
で
お
よ

そ
２
分
で
す
。
」

　
バ
ル
ジ

　
「
何
！
！
」

　
宇
宙
空
間
に
お
い
て
流
星
は
脅
威
で
あ
る
。
銀
河
鉄
道
軌
道
上
に
は
空
間
シ

ー
ル
ド
、
そ
し
て
車
両
自
体
に
は
磁
気
シ
ー
ル
ド
が
張
ら
れ
て
い
て
、
ス
ペ
ー

ス
デ
ブ
リ
等
の
小
型
の
物
な
ら
な
ん
と
か
排
除
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は

比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
高
速
で
動
き
、
か
つ
す
さ
ま
じ
い
質
量
で
あ
る
流
星
は

そ
れ
ら
防
御
装
置
を
破
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　
学

　
「
後
２
分
、
す
ぐ
そ
こ
じ
ゃ
な
い
か
！
ど
う
し
て
気
づ
か
な
か
っ
た
ん
だ
！

！
」

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
高
性
能
機
器
な
ら
も
っ
と
遠
く
か
ら
で
も
探
知
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。

　
ユ
キ

　
「
流
星
群
自
体
が
レ
ー
ダ
ー
に
映
り
に
く
い
物
体
で
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

接
触
ま
で
後
１
分
３
０
秒
。
」

　
バ
ル
ジ
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「
時
間
が
な
い
な
・
・
・
・
・
既
に
乗
員
乗
客
は
こ
ち
ら
に
移
し
て
い
る
。

９
１
０
号
牽
引
は
破
棄
。
乗
客
の
生
命
維
持
を
最
優
先
と
す
る
。
ビ
ッ
グ
ワ
ン

緊
急
発
進
！
！
」

　
バ
ル
ジ
は
９
１
０
号
の
車
体
を
放
棄
す
る
こ
と
に
し
た
。
連
結
し
て
い
る
時

間
が
も
は
や
な
い
か
ら
だ
。

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
了
解
！
ビ
ッ
グ
ワ
ン
緊
急
発
進
シ
ス
テ
ム
作
動
！
」

　
デ
ビ
ッ
ト
が
機
器
を
操
作
す
る
と
、
す
ぐ
に
ボ
イ
ラ
ー
の
圧
力
が
上
が
り
、

発
射
可
能
数
値
に
達
す
る
。

　
汽
笛
が
鳴
り
、
１
６
の
動
輪
が
勢
い
良
く
回
り
始
め
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
１

１
両
編
成
の
列
車
が
動
き
始
め
た
。

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
間
に
合
っ
て
く
れ
！
！
」

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
発
車
時
の
加
速
が
遅
い
と
い
う
大
き
な
欠
点
が
あ
る
。

　
そ
し
て
つ
い
に
流
星
群
が
到
達
し
、
モ
ニ
タ
ー
に
は
木
っ
端
微
塵
に
砕
け
散

る
６
１
０
号
の
映
像
が
入
っ
て
き
た
。

　
ル
イ

　
「
直
撃
を
回
避
し
ま
し
た
！
！
」

　
持
ち
場
で
あ
る
コ
ス
モ
レ
ー
ダ
ー
に
座
っ
た
ル
イ
が
報
告
す
る
。

　
隊
長

　
「
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
全
速
で
現
宙
域
を
離
脱
す
る
。
」

　
全
員

　
「
了
解
。
」

　
そ
の
光
景
を
、
新
一
は
唖
然
と
し
た
表
情
で
見
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
見
事
に

全
員
連
携
し
て
い
る
の
だ
。

　
隊
長

　
「
工
藤
探
偵
。
現
状
で
は
車
内
へ
の
移
動
は
危
険
で
す
。
あ
な
た
は
そ
こ
に

あ
る
予
備
座
席
に
座
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

　
新
一

　
「
え
！
？
あ
、
は
い
。
」
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新
一
は
指
示
さ
れ
た
と
お
り
に
す
る
。

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
よ
う
し
、
こ
の
ま
ま
一
気
に
惑
星
ベ
イ
カ
へ
行
く
ぜ
！
！
」

　
し
か
し
、
再
び
警
報
が
鳴
っ
た
。

　
ユ
キ

　
　
「
新
た
な
流
星
群
接
近
中
！
！
重
力
場
変
動
に
よ
っ
て
詳
し
い
数
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。
到
達
ま
で
後
２
分
。
」

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
危
機
が
迫
る
。
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戦
闘

　　
ル
イ

　
「
流
星
群
、
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
す
ご
い
数
で
す
。
」

　
ル
イ
の
悲
鳴
に
も
似
た
声
が
指
令
室
内
に
響
く
。

　
バ
ル
ジ

　
「
有
紀
、
戦
闘
用
意
！
！
ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
直
撃
す
る
可
能
性
の
あ
る
流
星
を

排
除
す
る
。
」

　
学

　
「
了
解
！
！
」

　
戦
闘
パ
ー
ト
の
学
が
す
ぐ
に
武
装
シ
ス
テ
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

　
バ
ル
ジ

　
「
主
砲
用
意
！
三
式
空
間
榴
散
弾
装
填
！
！
」

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
の
４
両
目
に
は
３
連
装
の
主
砲
を
三
期
搭
載
し
た
砲
塔
車
両
が

連
結
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
ジ
は
そ
れ
の
使
用
を
決
め
た
。

　
学

　
「
了
解
、
主
砲
三
式
空
間
榴
散
弾
装
填
！
！
」

　
主
砲
塔
が
旋
回
し
、
砲
身
が
仰
角
を
上
げ
る
。

　
ル
イ

　
「
流
星
群
、
射
程
距
離
に
入
り
ま
し
た
。
」

　
バ
ル
ジ

　
「
主
砲
発
射
！
！
」

　
学

　
「
発
射
！
！
」

　
発
射
ト
リ
ガ
ー
が
引
か
れ
、
す
ぐ
に
９
条
の
青
い
ビ
ー
ム
が
伸
び
て
い
く
。

し
か
し
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
分
散
し
す
さ
ま
じ
い
光
の
壁
と
な
っ
た
。

　
そ
の
光
の
壁
が
隕
石
を
粉
砕
す
る
。

　
新
一
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「
す
、
す
ご
い
。
」

　
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
そ
の
光
景
に
し
ば
し
唖
然
と
し
て
し
ま
う
。

　
ル
イ

　
「
流
星
群
の
７
５
％
を
排
除
。
残
り
２
５
％
は
な
お
も
ビ
ッ
グ
ワ
ン
に
接
近

中
！
！
」

　
バ
ル
ジ

　
「
コ
ス
モ
バ
ル
カ
ン
迎
撃
用
意
！
！
」

　
学

　
「
了
解
！
！
」

　
客
車
側
面
の
屋
根
が
開
き
、
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
た
３
０
ｍ
ｍ
コ
ス
モ
バ
ル

カ
ン
砲
が
姿
を
現
し
た
。

　
学

　
「
掃
射
！
！
」

　
銃
身
が
回
転
し
、
黄
色
い
細
い
光
の
粒
が
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
弾
幕
を
作
る
。

　
そ
れ
ら
が
一
つ
、
ま
た
一
つ
と
隕
石
を
捉
え
、
破
壊
し
て
い
く
。

　
だ
が
、
そ
れ
ら
迎
撃
網
を
か
い
く
ぐ
り
、
つ
い
に
隕
石
の
一
部
が
ビ
ッ
グ
ワ

ン
を
直
撃
す
る
。

　
す
さ
ま
じ
い
振
動
が
列
車
を
襲
っ
た
。

　
バ
ル
ジ

　
「
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
！
！
」

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
機
関
部
異
常
な
し
、
戦
闘
速
度
維
持
で
き
ま
す
。
」

　
ユ
キ

　
「
第
６
号
車
両
に
直
撃
、
幸
い
シ
ー
ル
ド
で
防
ぎ
き
り
ま
し
た
。
乗
客
に
異

常
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
シ
ー
ル
ド
損
傷
、
出
力
７
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
低

下
し
て
い
ま
す
。
」

　
学

　
「
武
器
系
統
そ
の
他
は
異
常
な
し
。
」

　
幸
い
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
は
受
け
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
。

　
ル
イ
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「
流
星
群
第
三
派
が
接
近
、
最
大
規
模
で
す
！
！
」

　
バ
ル
ジ

　
「
落
ち
着
け
ル
イ
。
も
っ
と
く
わ
し
く
報
告
し
ろ
。
」

　
バ
ル
ジ
に
諭
さ
れ
、
ル
イ
が
冷
静
さ
を
取
り
戻
す
。

　
ル
イ

　
「
す
い
ま
せ
ん
。
数
は
概
算
だ
け
で
先
ほ
ど
の
二
倍
。
大
き
さ
も
非
常
に
大

き
い
で
す
。
」

　
数
は
と
も
か
く
、
大
き
い
の
は
非
常
に
問
題
で
あ
る
。

　
た
と
え
数
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
も
そ
の
破
壊
力
は
無
視
で
き
な
い
。

　
バ
ル
ジ

　
「
そ
れ
ほ
ど
だ
と
武
装
だ
け
で
は
無
理
だ
な
・
・
・
・
・
・
・
・
・
よ
し
、

こ
う
な
っ
た
ら
。
」

　
全
員

　
「
？
？
」

　
バ
ル
ジ

　
「
無
軌
道
走
行
用
意
！
！
」
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危
機
と
の
戦
い

　
新
一

　
「
無
軌
道
走
行
？
」

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
文
字
の
と
お
り
さ
。
了
解
、
な
ん
と
か
切
り
抜
け
て
行
き
ま
す
。
無
軌
道

運
行
モ
ー
ド
へ
移
行
。
ビ
ッ
グ
ワ
ン
、
無
軌
道
走
行
開
始
！
」

　
そ
の
途
端
、
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
空
間
軌
道
を
外
れ
る
。

　
銀
河
鉄
道
の
列
車
は
基
本
的
に
は
敷
設
さ
れ
た
空
間
軌
道
上
の
走
行
し
か
で

き
な
い
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の
車
両
は
そ
の
用
途
の
特
性
上
、
空
間
軌
道
は
な

く
て
も
走
れ
る
無
軌
道
走
行
シ
ス
テ
ム
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。

　
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
軌
道
は
な
い
か
ら
操
縦
員
が
方
向
や
車
体
の
姿
勢
制
御

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
資
質
を
問
わ
れ
る
時
と
も
い
え
る
。

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
流
星
群
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
く
。

　
バ
ル
ジ

　
「
有
紀
、
進
路
上
で
回
避
で
き
な
い
も
の
だ
け
を
撃
て
。
」

　
学

　
「
は
い
。
」

　
そ
の
間
に
、
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
流
星
群
に
突
入
し
た
。

　
巨
大
な
塊
が
次
々
と
後
方
に
飛
び
ぬ
け
て
い
く
。

　
ル
イ

　
「
２
時
方
向
に
流
星
！
」

　
学

　
「
主
砲
発
射
！
！
」

　
回
避
不
能
の
ひ
と
つ
を
、
主
砲
か
ら
発
射
さ
れ
た
ビ
ー
ム
が
打
ち
砕
い
た
。

　
デ
ビ
ッ
ト

　
「
よ
し
。
」

　
す
か
さ
ず
デ
ビ
ッ
ト
が
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
空
白
地
帯
へ
進
路
を
変
更
す
る
。

　
宙
返
り
や
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
特
殊
な
機
動
を
見
事
に
こ
な
し
、
次
々
と
流
星
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を
回
避
し
て
い
く
。

　
新
一

　
「
す
ご
い
。
」

　
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
そ
の
光
景
を
見
な
が
ら
、
た
め
息
交
じ
り
で
つ

ぶ
や
く
。

　
今
ま
で
彼
は
多
く
の
事
件
を
と
い
て
き
た
が
、
こ
ん
な
ス
リ
ル
の
あ
る
事
件

は
な
か
っ
た
。

　
新
一

　
「
そ
う
い
え
ば
。
」

　
か
つ
て
、
両
親
か
ら
散
々
聞
か
さ
れ
た
ご
先
祖
様
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
自
分
と
ま
っ
た
く
同
じ
名
前
だ
っ
た
そ
の
人
は
、
１
７
の
と
き
、
謎
の
組
織

に
薬
を
飲
ま
さ
れ
幼
児
化
し
、
姿
を
偽
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
姿
で

爆
弾
事
件
や
脅
迫
犯
と
の
戦
い
に
身
を
投
じ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
び
に
そ

の
ご
先
祖
様
は
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
た
。

　
今
自
分
も
同
じ
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
い
た
。

　
新
一

　
「
い
や
、
俺
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
安
全
か
。
」

　
新
一
が
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
間
に
も
、
シ
リ
ウ
ス
小
隊
の
面
々
は
流
星

を
か
わ
し
て
い
く
。

　
し
か
し
、
つ
い
に
一
個
が
直
撃
し
た
。

　
バ
ル
ジ

　
「
ダ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
！
」

　
ユ
キ

　
「
最
後
尾
車
両
に
被
弾
。
車
内
か
ら
の
空
気
漏
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
」

　
バ
ル
ジ

　
「
最
後
尾
車
両
の
連
結
を
解
除
。
シ
ー
ル
ド
出
力
最
大
。
」

　
　
最
後
尾
車
両
は
展
望
車
で
乗
客
は
い
な
い
。
バ
ル
ジ
は
す
ぐ
に
捨
て
る
決

断
を
下
し
た
。

　
車
両
が
１
両
捨
て
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
ず
か
ば
か
り
だ
が
重
量
が
へ

り
、
機
動
性
が
向
上
す
る
。
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ル
イ

　
「
３
時
方
向
に
流
星
！
」

　
学

　
「
コ
ス
モ
バ
ル
カ
ン
掃
射
！
」

　
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
流
星
群
を
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
。
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エ
ピ
ロ
ー
グ

　
そ
の
後
、
デ
ビ
ッ
ト
の
神
業
的
操
縦
と
、
学
の
的
確
な
迎
撃
を
続
け
た
お
か

げ
で
、
ビ
ッ
グ
ワ
ン
は
な
ん
と
か
無
事
に
流
星
群
を
突
破
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
そ
し
て
元
の
空
間
軌
道
に
戻
り
、
無
事
、
９
１
０
号
の
停
車
駅
で
あ
る
惑
星

ベ
イ
カ
に
到
着
し
た
。

　
新
一
も
こ
こ
で
下
車
だ
。

　
駅
で
は
こ
こ
か
ら
先
へ
向
か
う
乗
客
へ
、
代
替
列
車
の
案
内
や
、
切
符
の
払

い
戻
し
に
駅
員
が
追
わ
れ
て
い
た
。

　
新
一
は
そ
の
光
景
を
横
目
に
見
な
が
ら
荷
物
を
持
っ
て
ビ
ッ
グ
ワ
ン
か
ら
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
、
改
札
に
向
か
お
う
と
す
る
。

　
？

　
「
工
藤
さ
ん
。
」
　

　
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　
新
一
が
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
学
が
立
っ
て
い
た
。

　
学

　
「
事
件
解
決
の
ご
協
力
、
感
謝
し
ま
す
。
」

　
ピ
シ
ッ
と
直
立
不
動
の
ま
ま
敬
礼
す
る
学
。

　
新
一
は
そ
ん
な
彼
に
少
し
微
笑
み
な
が
ら
言
う
。

　
新
一

　
「
い
え
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
で
す
よ
。
今
回
の
事
件
も
Ｓ
Ｄ
Ｆ
が
早
期
出
動

し
て
く
れ
た
か
ら
解
決
で
き
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
皆
さ
ん
が
い
な
け

れ
ば
自
分
が
今
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
こ

そ
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

　
学

　
「
・
・
・
・
・
そ
う
で
す
か
。
ま
た
、
い
つ
か
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
」
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新
一

　
「
え
え
、
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
で
は
。
」

　
新
一
は
そ
う
し
て
学
と
別
れ
、
改
札
口
か
ら
外
に
出
た
。

　
改
札
を
出
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
空
か
ら
汽
笛
の
音
が
し
て
き
た
。
見
上
げ
る

と
、
ビ
ッ
グ
ワ
ン
が
煙
を
引
い
て
、
上
昇
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
新
一

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｆ
か
・
・
・
・
・
・
さ
あ
蘭
の
所
に
急
が
な
い
と
。
」

　
彼
は
再
び
歩
き
出
し
た
。
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エ
ピ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

　
よ
う
や
く
完
結
で
す
。
こ
の
作
品
で
は
コ
ナ
ン
の
キ
ャ
ラ
と
銀
河
鉄
道
物
語

の
コ
ラ
ボ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
時
間
が
空
い
た
ら
別
作
品
で
挑
戦
し
た
い

で
す
。

　
で
は
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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